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新たな需要創出／水素発電 
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水素発電により水素利用の大幅な拡大が期待 

出典：経済産業省 水素・燃料電池戦略協議会資料 



需要への対応 

2 出典：経済産業省 水素・燃料電池戦略協議会資料 

水素発電の本格稼働時には 



サプライチェーン構築 
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海外からの長距離輸送 

出典：経済産業省 水素・燃料電池戦略協議会資料 



３．２ 水素の新たな利用 
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再生可能エネルギー導入拡大と課題 
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FiTにより導入が急速に進展 

顕在化する課題 
 - 出力変動、余剰電力の発生、送電容量不足… 



電力貯蔵技術における水素 
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大容量、長期間の貯蔵には水素の活用が有効 

出典：NEDO成果報告書 

 再生可能エネルギーの水素電力貯蔵・充放電システムに関する検討 

製造した水素は運輸部門のエネルギーとしても利用可能 

出力変動等課題への対応のために電力貯蔵技
術の必要性が高まる 



再生可能エネルギーと水素 
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欧州では実証事業が進行中 

出典：独NOW資料 



まとめ 
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まとめ 
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 燃焼してもCO2を発生しない水素エネルギーはクリーン・エネル
ギーとしての期待が高く、また日本の産業界が競争力を有して
いる分野 

 日本の課題であるエネルギー・セキュリティ確保、環境対策及び
産業競争力の強化の３つを実現する上で、水素社会の構築が
不可欠 

 先ずは、足元で実用化しつつある燃料電池の着実な普及を図る。
その上で、エネルギーとしての水素の需要量を飛躍的に拡大さ
せるような新たな利用技術の確立が重要。エネファーム、燃料
電池自動車に次ぐ第三の水素利用の柱として、水素発電技術
が有望。 

 将来は再生可能エネルギーを活用しつつ、新たな社会システム
を構築 



水素社会の目指す姿 
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究極的には、再生可能エネルギーを最大限に活用しつつ、新たな
社会システムとして導入 



http://www.nedo.go.jp/ 
 

 


